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=ン
ザツクチン0機種につしヽて

インフルエンザの予餞嬢種を実藤するに当たつて、受けられる方の撻療状鰺をよく把握する必要
があります。そのため、表画の予診票に畠票るだけ詳しくご記入下さtヽ。お子さんの場倉には、健康
状態をよく把握している爆難糧がご記入下さしヽ.

[ワクチンの効果 と副反応番

予防播種 :こより、インフリレエンザの発病を阻止したり、インフルエンずによる合併症や死亡など
を予防することが期待されます,
一方、昼1反応は一般的に軽‐様ですこ注鋼部位が赤くなる、腫れる、硬くなる、熱をもつ、轟くなる、
l・げれる、小水通、蜂羮炎などがみられることがあります,過敏症として、発しん、じん義じん、燈
疹、議I斑 、多彩紅斑 .そう痒、山管浮踵 .糧神神経系として、醸癌、一過4生の意識i肖失 .めましヽく襲
面神経緊薄等の麻簿、末穐性ニューロバチー、失神・lll漕迷走神経反応、しびれ感、振戦、消化鍵と
して ,1塵畦 曜気、腹痛、下痢、食歓滅退、筋 ・骨権系として、鋼節痛、筋肉薦、筋力低下があらわ
れることがあります itヽずれも鑢度不明1.その他にて発熱、悪寒、倦慧感、リンプ鼈 糧贖、鍍Wir、 勤
悸、ぶどう膜淡があらわれることがあtiま すさ強tL卵ア :ノルギーのある方 |ま 菫篤な轟J腰簿を生じる
可能性が轟り散すので必ず無師に申し出て下さい。
非常にまれですが,次のような重篤な副反応が起こることが轟ります.:1,シ 霧ッケ、アナフィラキ
シー (|」んなしん、呼吸鑢難など)、 12)急性敬在性纏青髄羹 1機種後数日から 2週間豪義の発熱、頼癌、
:す しヽれん、運動簿客、意識障害など,、 13:饉突 .饉症、脊難炎、視神経炎 .14,ギラン・バし,一療候群
:両手足のしびれ、歩行障害などl,15:けいれん :熱性:す しヽれんを含む,(16)騨機書彗瞳塞、黄疸、17)購
惣尭 l・F、 18:II諄板減少性紫斑病‐血小板減少、19:血管炎 (19A血管奥、好醸球性多発 lT_i管奥1■肉芽
鍾症 ,白轟球破恭性血管炎等:、 110,鷲質性肺尖、1111慶繭粘膜眼離候群 iSteven3…導○いnson症 1星群 )、
1121ネ フローゼ購倭群、こ骨ような艦状が認められた警.疑われた場合は ,すぐに医師 |こ幸じ出て
下さt.ヽ゛なお、健康被害 ,入院が必要な程度の疾薦や障害など,が生撃た場合 :こ争tヽで:ま 、健簾被害
を受けた人又|よ家族が独立1予致法人 霧薬品霧療機器総合機1毒法 :こ基づいて救済手続きを行うことに
なります=

〔予防接罐|を受けることができない人轟
:.明 ら

':こ

発熱のある人 137.5℃ 以上の人 :
2.菫篤な意性落驚 :こかかってしヽることが明らかなノ、
3.過去:こインフルエンザワクチン骨播竃を受けて、アナフィラキシーを起こ多たことがある人
又は、過妻 |こその他の雛鐵でアナフィラキシーを起こした人は、揺種を受ける前に医師ほその
旨を伝えて半:断を偉 tヽで下さはヽ。
4.その他 .朧師が子隣接種を受 |することが不適当と事]断した人

洋鱗機種を受けるに難し、医師とよく機験しなけれ|ぎならない人3
1.心鷹轟、電艤病、研臓病や血液の病気などの人
2 発奮が選く、医.師、保憧師の権導を受 |すでしヽる人
3、 かぜなど的歴状が出はじめたと思われる人
4.予隣接種を受けたとき|こ 、2田鍼時(二鶏熱のみられた人及び発しん、じれましんなど勢アレル
ギーを疑う異常がみられた人
5.薬の機与買:よ食事 :鶏卵 ,鶏肉など,で寝鷺 |こ発しノんが出.たりて算に翼常をきたしたことの轟る人
6.これまで|こひきつけ :け しヽオ■ん|を起こしたことがある人
7.過獲:こ本メ、争近畿憲で検査によって免疫状態の異常を指摘さオ■たことの轟る人
3.妊振してしヽる人
9,簡質性節貧、気管支騰憲などの呼職総系疾患のある人
[ワクチン攘橿後の注議 ]
1.インフルエンずつクチンの接穣を受:すたあと30分間は、急な副反懸が起きることがあります.
接嘩した医療機嚢:こ響まるなどヒメτ・様子を観察じヽ医師とすぐ|こ連絡がとれるよう:こじてお
きましょうⅢ
2.機構郡性は篤澤1こ 1案ちましょう.機種当震命入浴は差tν支えありませんが、播種部憤をこする
ことはやめましょ■タ
3.播種当日はいつも選り曇生iきをれていただもヽてかましヽません。ただし、灘 1ンこ罐 動は運 :す ま
いょう。
4.万―、機種後、機種局所碑翼常度応や体調の変イヒがあらわれた場合|よ 、速やか:こ医鉾舎診事を
受けて下さゆ
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